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福 島 県
大 沼 郡
三 島 町

三島町は、福島県の西部を流れる只
見川沿いの小さな町です。優良な「会
津桐」の産地として知られるほか、
小正月の行事「サイノカミ」や、野
山の材料で作る「編み組細工」など
の伝統が受け継がれ、「日本で最も
美しい村」連合に加盟しています。
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入学おめでとう❀入学おめでとう❀
ピカピカの大きなランドセルを背負って三島小学校へ

たくさんのお兄さんとお姉さんに囲まれて少し緊張気味

立派に成長し続ける子ども達

新しい生活のスタートラインをきりました



三島中学校入学式

夢の実現へ向け踏み出す一歩
　三島中学校入学式は４月６日に行われ、男子１名、
女子３名の計４名が入学しました。
　新入生たちは緊張した面持ちで式に臨みました。関
根宏房校長は「先が見えない中でどう工夫し、対応す
べきかということを考えることは、世の中を生きるた
めに必要なことでもあります。しっかりと学び、考え、
未来を作っていってほしいと思います。」と式辞を述べ
ました。その後、新入生を代表して森玲奈さん（宮下）
が「中学生としての自覚と責任を持ち、共に励まし合
い高め合っていく仲間になれるようお互いを信じ、力
を併せて 3 年間を過ごすことをここに誓います。」と誓
いの言葉を述べ、目標に向かって大きな一歩を踏み出
しました。

三島小学校入学式

明るく楽しい生活がスタート

三島保育所入所式

お友達といっぱい遊ぼう

　三島小学校入学式は４月６日に行われ、男子３名、
女子１名の計４名が入学しました。
　新入生たちは名前を呼ばれると返事をして立ち上が
り、教科書と黄色い帽子を受け取りました。猪俣秀昭
校長は「『おはようございます』『ありがとうございま
す』『お願いします』という３つの魔法の言葉を使い、
お友達と仲良く協力し合いながら一生懸命お勉強をし
てください。」と式辞を述べました。
　また在校生の栗城花穂さん（宮下）から新入生を迎
える言葉と季節ごとの学校行事の紹介がされ、新１年
生は、これからの明るく楽しい小学校生活に胸をはず
ませているようでした。

　三島保育所入所式は４月５日に行われ、きりん組（年
長）10 名、ぱんだ組（年中）７名、うさぎぐみ（年少）
11 名、りすぐみ（未満児）４名の計 32 名が入所しま
した。子どもたちは一人ひとり名前を呼ばれると、元
気いっぱい返事をしました。
　大竹真理子所長は「保育所では楽しいことがいっぱ
い待っています。自分で考えてお友達と助け合いなが
ら元気いっぱい遊んでください。」と式辞を述べました。
　式の後は、仲の良いお友達とお絵描きや遊具遊びな
どをして楽しそうに過ごし、新たな生活をスタートさ
せました。

カ
タ
ク
リ

カ
タ
ク
リ

　
今
年
も
大
林
ふ
る
さ
と
の
山
の
カ

タ
ク
リ
と
オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
は
、
西

方
地
区
住
民
の
方
々
の
ご
協
力
の
も

と
、
山
道
整
備
や
園
内
清
掃
が
行
わ

れ
、
四
月
十
三
日
に
開
花
宣
言
が
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
冬
は
積
雪
が
多
か
っ
た
た

め
開
花
が
遅
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

予
想
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
例
年
よ

り
早
い
開
花
と
な
り
、
訪
れ
た
方
々

は
そ
の
美
し
さ
に
魅
了
さ
れ
、
思
い

思
い
に
カ
メ
ラ
に
収
め
て
い
ま
し

た
。

オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ

オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ

大
林
ふ
る
さ
と
の
山

大
林
ふ
る
さ
と
の
山

  ご入所・ご入学おめでとうございます

 2021.5広報みしま 23 広報みしま 2021.5



桐振興に関すること
桐製品作り技術習得
会津桐タンス（株）配属

　

一
昨
年
の
四
月
に
協
力
隊
と
し
て
三
島
町
に
移
住
し

て
昨
年
度
で
二
年
目
が
終
わ
り
ま
し
た
。
現
在
は
桐
振

興
の
担
い
手
と
し
て
会
津
桐
タ
ン
ス
株
式
会
社
に
配
属

さ
れ
、
桐
細
工
の
加
工
技
術
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　

一
年
目
は
刃
物
研
ぎ
や
、
た
ん
す
の
下
拵
え
な
ど
も

の
づ
く
り
の
基
礎
か
ら
覚
え
、
慣
れ
な
い
尺
貫
法
や
初

め
て
触
る
桐
の
木
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
毎
日
向
き
合
う

中
で
少
し
ず
つ
身
体
に
馴
染
ま
せ
て
い
き
ま
し
た
。

　

二
年
目
は
、
規
格
や
大
き
さ
な
ど
を
自
分
で
考
え
な

が
ら
の
も
の
づ
く
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。
私
自
身
の
好

み
ば
か
り
で
は
な
く
、
使
う
人
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
に

し
た
ら
使
い
勝
手
が
良
い
の
か
、
ど
の
よ
う
な
形
状
な

ら
生
活
空
間
に
馴
染
む
の
か
な
ど
周
り
の
方
に
意
見
を

聞
き
な
が
ら
デ
ザ
イ
ン
を
決
め
て
い
き
ま
し
た
。
ま
だ

ま
だ
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
は
勉
強
不
足
な
と
こ
ろ
が
あ

る
た
め
、
今
後
も
色
ん
な
製
品
を
見
て
勉
強
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
は
新
た
に
薬
箱
や
ご
み
箱
、
消
毒
台
、
五
段
引

き
な
ど
を
設
計
し
て
実
際
に
形
に
し
ま
し
た
。
学
校
で

学
ぶ
も
の
づ
く
り
は
自
分
が
主
人
公
で
あ
り
、
会
社
で

必
要
な
も
の
づ
く
り
の
主
人
公
は
使
い
手
で
あ

る
こ
と
が
、
仕
事
と
し
て
、
も
の
づ
く
り
を
す

る
中
で
大
き
く
感
じ
た
ギ
ャ
ッ
プ
で
し
た
。

　

昨
年
に
役
場
に
収
め
た
玄
関
の
ご
み
箱
は
実

際
に
使
う
方
の
お
話
を
聞
き
な
が
ら
、
そ
し
て

置
く
場
所
の
広
さ
を
考
え
て
三
角
屋
根
の
回
転

式
の
蓋
を
取
り
入
れ
て
設
計
し
ま
し
た
。
試
作

を
何
度
も
行
い
、
屋
根
の
パ
ー
ツ
の
角
度
や
接

合
の
仕
方
、
大
き
な
板
の
加
工
の
仕
方
を
検
討

し
ま
し
た
。
沢
山
悩
み
、
考
え
た
分
だ
け
完
成

し
た
時
の
感
動
や
喜
び
は
大
き
か
っ
た
で
す
。

役
場
に
お
越
し
の
際
に
は
ぜ
ひ
実
際
に
使
っ
て

み
て
く
だ
さ
い
。
昨
年
は
ご
み
箱
だ
け
で
は
な

く
、
作
っ
た
も
の
を
他
の
方
に
見
て
い
た
だ
く

機
会
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
様
々
な

意
見
を
聞
く
中
で
改
善
す
べ
き
点
に
つ
い
て
も

ご
指
摘
を
い
た
だ
き
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。
改
善
点
を
踏
ま
え
て
よ
り
良
い
も
の
づ
く

り
が
出
来
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

　

ま
た
、
生
活
工
芸
館
で
開
か
れ
て
い
る
小
学

校
、
中
学
校
の
木
工
教
室
に
も
指
導
の
補
助
と

し
て
参
加
し
ま
し
た
。
教
わ
る
立
場
か
ら
教
え

る
立
場
に
変
わ
る
と
作
業
へ
の
理
解
が
よ
り
深

ま
り
ま
し
た
。
人
の
数
だ
け
個
性
の
あ
る
作
品

を
見
て
、
私
も
沢
山
の
刺
激
を
受
け
た
の
で
今

後
の
製
作
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

こ
の
二
年
間
で
木
を
育
て
る
と
こ
ろ
か
ら
材

料
に
し
、
デ
ザ
イ
ン
を
構
想
し
て
製
作
、
販
売

ま
で
も
の
づ
く
り
に
関
わ
る
一
連
の
流
れ
を
見

植植
うえむらうえむら

村村　　明明
あ き えあ き え

恵恵

桐材を使用し、作成したゴミ箱

　　令和２年度　三島町地域おこし協力隊活動報告　令和２年度　三島町地域おこし協力隊活動報告　

観光協会業務
観光協会配属

深深
ふかさわふかさわ

澤澤　　諒諒
りょうりょう

　

私
の
主
な
業
務
は
、「
観
光
協
会
か
ら
ん
こ
ろ
ん
」

を
拠
点
に
大
き
く
分
け
て
三
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は

観
光
協
会
の
事
業
で
す
。
観
光
協
会
の
事
業
は
、
イ
ベ

ン
ト
や
お
祭
り
の
運
営
に
始
ま
り
、
田
舎
暮
ら
し
体
験

ツ
ア
ー
や
Ｐ
Ｒ
活
動
と
多
岐
に
渡
り
ま
す
が
、
私
が
主

に
担
当
し
て
い
る
事
業
は
「
三
島
町
観
光
ツ
ア
ー
」
の

企
画
・
運
営
で
す
。
昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
も
あ
り
、
実
際
に
観
光
客
を
誘
致
し
て
ツ
ア
ー
を
実

施
す
る
ま
で
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
分
、

町
民
の
方
に
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
り
、
自
分
自
身

で
様
々
な
体
験
を
し
た
り
と
、
”
三
島
町
を
楽
し
む
・

考
え
る
”
こ
と
に
集
中
で
き
た
半
年
だ
っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。

　

二
つ
目
の
業
務
は
、
観
光
協
会
で
の
お
も
て
な
し
で

す
。
観
光
協
会
に
は
日
々
、
様
々
な
方
か
ら
の
問
い
合

わ
せ
や
、
注
文
、
予
約
な
ど
の
対
応
が
あ
り
ま
す
が
、

昨
年
度
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
私
が
来
館
者
の
方
の

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
に
感
じ

ま
す
。
何
か
問
題
が
あ
っ
た
と
き
に
相
談
に
乗
っ
て
い

た
だ
い
た
り
、
自
分
の
知
ら
な
い
三
島
町
の
姿
を
聞
い

た
り
、
旬
の
採
れ
た
て
野
菜
を
い
た
だ
い
た
り

と
、周
り
の
方
々
に
は
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

三
つ
目
は
こ
れ
ま
で
の
二
つ
に
当
て
は
ま
ら

な
い
、
観
光
に
関
す
る
様
々
な
取
り
組
み
を
し

た
こ
と
で
す
。
主
な
活
動
場
所
は
観
光
協
会
で

す
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
観
光
協
会
や
三
島
町

と
い
っ
た
枠
を
飛
び
越
え
て
、
様
々
な
事
業
に

携
わ
り
ま
し
た
。
中
で
も
印
象
に
残
っ
て
い
る

の
は
「
山
学
（
マ
タ
ギ
の
学
校
）」
事
業
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
は
三
島
町
を
飛
び
越
え
て
、
奥

会
津
の
山
文
化
や
精
神
性
の
継
承
を
目
的
と
し

て
行
わ
れ
て
い
る
活
動
に
な
り
ま
す
。
金
山
町

で
活
躍
さ
れ
て
い
る
マ
タ
ギ
の
猪
俣
さ
ん
や
間

方
地
区
の
菅
家
藤
一
さ
ん
の
ご
指
導
の
も
と
、

志
津
倉
山
で
沢
登
り
に
挑
戦
し
た
り
、
ウ
サ
ギ

狩
を
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
と
様
々
な
こ

と
に
挑
戦
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
度

は
こ
れ
ま
で
体
験
し
た
こ
と
を
町
外
の
方
に
も

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
観
光
ツ
ア
ー
と

し
て
コ
ン
テ
ン
ツ
化
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

私
の
業
務
の
中
で
も
大
き
な
柱
を
担
っ
て
い

る
の
は
一
昨
年
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
「
田
舎
暮

ら
し
体
験
ツ
ア
ー
」
の
企
画
・
運
営
で
す
。
こ

れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
ツ
ア
ー
の
結
果
と
半
年

間
の
活
動
を
踏
ま
え
、
今
年
度
は
、
比
較
的
若

い
世
代
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
、『
三
島
町
で
育

ま
れ
た
世
界
観
』『
田
舎
で
の
暮
ら
し
』『
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
』
を
提
案
・
擬
似
体
験
で
き
る
新

し
い
ツ
ア
ー
を
観
光
協
会
と
し
て
企
画
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
宿
泊
の
伴

わ
な
い
日
帰
り
ツ
ア
ー
を
設
け
る
こ
と
や
、
移

住
者
（
つ
ま
り
外
部
）
の
目
か
ら
見
た
と
き
に

魅
力
と
し
て
映
る
暮
ら
し
を
テ
ー
マ
に
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
通
じ
て
顧
客
と
直
接
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
取
れ
る
準
備
を
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
三
島
町
に
移
住
し
て

か
ら
、
こ
れ
ま
で
も
た
く
さ
ん
の
方
に
お
世
話

に
な
り
な
が
ら
も
、
日
々
の
生
活
の
中
に
見
つ

け
る
新
し
い
発
見
や
ワ
ク
ワ
ク
に
、
ま
だ
ま
だ

自
分
も
三
島
町
を
楽
し
み
き
れ
て
い
な
い
な
～

と
思
う
と
こ
ろ
で
す
。
観
光
と
い
う
分
野
で
三

島
町
を
Ｐ
Ｒ
す
る
私
に
と
っ
て
、
一
番
重
要
な

業
務
は
「
自
分
自
身
が
一
番
に
三
島
町
で
の
生

活
を
楽
し
む
こ
と
」
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
何

か
ワ
ク
ワ
ク
の
ヒ
ン
ト
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
三
島

町
観
光
協
会
の
深
澤
ま
で
連
絡
を
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

新たなツアーの内容について検討中

三島町地域おこし協力隊の令和２年度の活動報告を掲載いたします。

学
し
、
経
験
し
て
き
ま
し
た
。
一
つ
製
品
を
作

る
ま
で
に
多
く
の
方
の
手
が
加
わ
り
、
も
の
づ

く
り
が
出
来
て
い
る
の
だ
と
改
め
て
実
感
し
ま

し
た
。
任
期
の
三
分
の
二
が
終
わ
ろ
う
と
し
て

い
て
、
私
が
協
力
隊
と
し
て
会
社
に
い
ら
れ
る

時
間
は
、
あ
と
一
年
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
三
年

間
で
ど
こ
ま
で
技
術
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
か
、

私
に
で
き
る
こ
と
は
何
な
の
か
。
ま
だ
ま
だ
模

索
中
で
す
。
限
り
あ
る
時
間
の
中
で
私
が
こ
の

町
に
来
て
よ
か
っ
た
と
少
し
で
も
思
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
、
覚
え
た
こ
と
や
経
験
し
た
こ

と
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
よ
う
精
一
杯
努
め

ま
す
。

　

も
の
づ
く
り
の
他
に
も
三
島
町
へ
来
て
か
ら

楽
し
み
が
増
え
ま
し
た
。
四
季
折
々
の
山
の
景

色
や
台
所
仕
事
、
昨
年
か
ら
公
民
館
で
始
ま
っ

た
太
極
拳
教
室
な
ど
と
て
も
充
実
し
た
毎
日
で

す
。
三
年
目
は
協
力
隊
と
し
て
の
業
務
と
そ
れ

以
外
の
楽
し
み
、
ど
ち
ら
も
よ
り
一
層
充
実
さ

せ
た
一
年
に
し
た
い
で
す
。
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　三島町の場合、都市部と比較して不動産価格が低いことから一般的な不動産流通に乗らないのが現実
です。そのため、町には物件と入居希望者とのマッチングを行う空き家・空き地バンク制度（町は売買
等契約に関与しません）があります。

空き家コラム

住まいの今後について
考えよう

所有者よし ・入居者よし ・地域よしの三方よしで三島よしの空き家対策

　2021年２・３月号では、「65歳を過ぎたら、
住まいの今後について考え始めましょう。特
に今後自己利用の見込みがない場合は、早め
に利活用や解体について考えましょう」とお
伝えしました。今月号では、具体的に考えて
いく際の参考情報や確認すべき事項について
お伝えいたします。

◇認知症と空き家問題

法務局に登記されていない物件は、所有者や権利関係が不明な状態であり、売買等には大きなリスク
が伴います。現在、不動産の登記は義務ではありませんが、国では、不動産の登記を義務化する方向で
進めています。相続手続きの場合、時間が経てば経つほど複雑で手間と時間がかかりますので、早めに
手続きすることを強くお勧めします。ご不明な点は、福島県地方法務局会津若松支局（0242-27-1501）、
もしくはお近くの司法書士や行政書士事務所にご相談ください。

家財を片付け
ましょう

＊次号コラムに掲載予定

家・土地の登記を
確認しましょう

家・土地の資産価値
と将来の売却可能性
を把握しましょう

今後について、家族
で話し合いましょう

◇具体的にすべきこと

【2020 年 1月現在の公示価格】　　　　　　　
宮下地区 6,000 円／㎡、7,900 円／㎡
西方地区 3,500 円／㎡
桧原地区 2,190 円／㎡

【三島町空き家バンクの相場】　
売却 無償譲渡～ 200万円ほど
賃貸 5,000 円～２万円／月

＊価格は所有者のご意向を尊重し、入居者と相談しながら決め
られています。　

◇家・土地の資産価値と将来の売却可能性の把握

◇家族で話し合いましょう
　大事なのは、まずご家族で話し合うことです。ご自身やご家族の方々の意向、まずはお互いに伝えあい、
納得のできる解決策を導き出しましょう。そして、困りごとやお悩みがございましたら、お気軽にお問
い合わせください。　　　　　　　　　　　　　　地域政策課　地方創生推進係　☏（48）5533

　令和２年度高齢者白書によると、2012 年は認知症患者数が約 460万人、高齢者人口の約 7人に 1人
（15%）という割合だったものが、今後は団塊世代が後期高齢者となることでさらに増加し、2025 年に
は高齢者の 5人に 1人（20%）が認知症になるという推計も出ており、認知症は誰にとっても身近な
問題となります。そして、不動産所有者が認知症を患った場合、認知能力の低下により、取引が認めら
れないため、不動産売却を行うのは非常に困難となることから、空き家問題と認知症は切り離すことが
できません。所有者が認知症となった場合、成年後見制度を利用しなくてはならず、手続きに時間や費
用がかかってきます（今後のコラムに掲載予定）。
　住まいの今後について考えることは、気の進まないことかもしれませんが、上記理由により、早めに
考え、意思決定をすることはとても大事なことです。そして、問題を先送りにすることは、常に気がか
りな問題と隣り合わせで生活するということでもあります。住まいの今後について考えることをきっか
けに、これまでの人生を振り返り、今後の人生について考えることは、自身の不安や心配を解消し、残
りの人生をより軽やかで充実したものとするために大切なことだとも言えます。また、住まいの今後に
ついて考え、ご家族で共有することは、残されるご家族の方々の不安解消と負担軽減にもつながります。
住まいの今後について考えることは、ご自身とご家族の方みなさんが、より幸せな未来を迎えるための
第一歩です。

◇家・土地の登記の確認　　＊登記については 2019 年 10月号参照　

　ふるさとセンター大広間において「西方地区総会」が行われ、全
世帯数９１戸のうち、５６名の地区の方が出席しました。昨年から
続く、コロナウイルス感染防止のため、一人一人の体温チェックや
マスク着用、手指消毒を励行しながらの総会となり、議事内容につ
いては地区民多数の拍手によって承認されました。
　その後、町当局の担当者から、名入簡易水道の劣化が著しくな
り、西方簡易水道からの飲料水を分管してほしい旨の説明がありま
した。そのことに対して、地区民から、渇水期になったときに水不
足になりはしないのか、などさまざまな意見が出されました。今後、
年間を通して水量の変化を検証していく方向で話し合いは終わり、
地区総会の一切が終了しました。

  西方地区総会（３月 21 日） 文・写真　本名与四郎さん（西方）

　校歌にも歌われる町のシンボル三坂山に今年は３名で登りまし
た。
　美坂高原の駐車場から歩行開始です。雪はあまり固まっておらず、
直ぐにかんじきを履きました。高原内をお喋りしながら歩くとあっ
と言う間に登山口です。公社造林を過ぎると美しいブナ林の中を歩
きます。
　ゆっくりと歩き２時間半ほどで頂上です。遠くには、飯豊山や吾
妻連峰等の山々が。沼沢湖の先には浅草岳、御神楽岳が真っ白で美
しい。眼下には、第２鉄橋、宮下や桑原等の集落が美しく広がります。
ビールで乾杯。山々に囲まれた街並みを見ながらユッタリとコー
ヒータイムです。
　同行したお二人は三島町に移住した若者です。この町に定住する
ことを決意し、そのための生活の基盤づくりに頑張っています。た
まにはこのような体験をしながら、心身共に豊かで楽しい三島の暮
らしを送ってくれることを願うばかりです。滝原への下山は、一部
急斜面を横切る区間が雪崩の心配があるため高原に戻りました。　
皆さん、町のシンボル三坂山に登ってみませんか？

  三坂の山から（３月 27 日） 文・写真　菅家壽一さん（間方）

　平成３年度の宮下地区総会が宮下活性化センターで行われまし
た。加藤善久区長の挨拶と来賓祝辞の後、議長に細堀清氏を選出し、
議案第１号から第５号までが審議されました。
　令和３年度の宮下区長には、近藤勇彦氏が選任され、承認されま
した。その他、新年度の町への陳情などが説明され、近藤新区長よ
り、加藤前区長に感謝状が贈呈されました。
　出席者は、新年度の地区の発展と早々のコロナ収束を願っていま
した。

  宮下地区総会行われる（３月 27 日） 文・写真　小島純さん（宮下）
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　滝原林業センターにて、令和２年度の収支決算と令和３年度行事
予定、予算案が協議、可決されました。
　昨年に引き続き、今年度もコロナ禍の下、いくつものイベントが
中止、縮小されましたが、久しぶりに住民の方々が一同に会し、こ
れからの滝原地区をより良く生活するためにと熱心な話し合いが行
われました。雪解けも進み、畑作業が本格的になる時期です。害獣
対策を行いながら、実りある一年にしていきたいと願うばかりです。

  滝原地区総会（３月 28 日） 文・写真　佐久間絹江さん（滝原）

　早戸地区では、4 月 10 日に大山祇神社と温泉神社の春祭を執り
行いました。今年も昨年に続き新型コロナウィルス感染症への感染
予防をとりながら最低限の出席者で実施することとなり、2 年連続
で少し寂しい春祭となりました。
　いつになったら平常通りの開催ができる様になるのか、地区の活
動が日常に戻ることを願っての春祭となりました。

  大山祇神社、温泉神社で春祭（４月 10 日） 文・写真　橋本光五郎さん（早戸）

　三島町消防団宮下班では、新入学・新学期を間近に迎えた町内
の道路清掃の作業を行いました。
　２つの班に分かれ、道路上、下から清掃を開始、ホースで流し出
された泥等をほうきで丁寧に掃き出し、きれいな道路（通学路）に
なっていきました。

  新入学・新学期を気持ち良く登校（３月 28 日）
  ～町消防団宮下班で道路清掃を実施～ 文・写真　小島純さん（宮下）

　桧原地区の春の例大祭が、春日神社の本殿にて神社総代
と地区役員ら 11 名が参加され、宮司をはじめ出席者は全員
マスクを着用して、コロナウイルス感染対策をしたうえで
執り行われました。青木宮司より五穀豊穣と家内安全、また、
新型コロナウイルス感染拡大の早期終息を願う祝詞も奏上
され、その後、阿部通利総代長と鈴木隆一区長により玉串
奉奠が実施され地区の皆様の健康と繁栄を祈願いたしまし
た。その後、直会を実施し、今年一年も楽しく幸福な毎日
を送ることが出来るようにと参加者は春の到来を感じなが
ら楽しいひと時を過ごされました。

  春の例大祭（４月 11 日） 文・写真　佐々木邦雄さん（桧原）

　朝から冷たい雨が降りしきる悪天候となったものの、
護持会の方々を中心に午前８時から西隆寺の冬囲い撤去
が行われました。
　その後、一服する間もなく、西方地区委員と昨年度ま
で地区委員だった星幸衛さんの協力をいただき、西方ふ
るさとセンターの冬囲い撤去作業と麻生方面に向かう国
道 400 号線脇のガードレール取り付け作業が行われま
した。
　青木喜章区長の指示の下、スムーズに冬囲い撤去作
業をけが・事故なく終了することができました。

  雨の中のふるさとセンター冬囲い撤去作業（４月 17 日） 文・写真　本名与四郎さん（西方）

　恒例の「柳津藤の和神楽」が公演されました。午前９
時より各戸に獅子入れをし、お札を配り、無病息災と新
型コロナウイルス終息と五穀豊穣を願いながら、春を告
げる神楽音を響かせながら回りました。今回は悪天候の
ため屋内での公演となり、片山一雄宅と阿部和彦宅の２
箇所で行われました。参加された地区の皆様は、コロナ
ウイルス感染症対策のため、全員マスク着用のうえでの
見学となりましたが、様々な演目により笑い声と拍手が
響きわたり大変楽しいひと時を過ごされました。片山宅、
阿部宅には準備で大変なご苦労を頂き、感謝申し上げま
す。

  藤の和神楽公演楽しむ（４月 18 日） 文・写真　佐々木邦雄さん（桧原）

　町からのお知らせを分かりやすく伝えることはもちろん、町民の皆
さんの顔、声を掲載することが最も大切と考えています。皆さんの思い、
努力、願いなどが、読まれる方の関心を引き、感動を与えます。「広報
みしま」は、町民の皆さんのための広報誌です。皆さんに親しまれる
広報誌を目指して情報発信に努めます。

皆　さ　ん　に　親　し　ま　れ　る　広　報　誌　を！

問役場  地域政策課  地方創生推進係   ☎（48）5533

広 報 み し ま
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βカロテン、ビタミンＣ、ビタミンＥ
　アレルギー症状を強める活性酸素に対
抗する抗酸化ビタミンです。

●今月のおすすめ●今月のおすすめ

●図書の紹介●図書の紹介

74 歳、ないのはお金だけ。
あとは全部そろってる

著者：牧師 ミツコ

題　　名 著　　者
  一度読んだら絶対に忘れない日本史の教科書 山﨑　圭一
一度読んだら絶対に忘れない世界史の教科書 山﨑　圭一

  茄子の輝き 滝口　悠生
  犬がいた季節 伊吹　有喜

町民センターゆめぽけっと

図書のご案内図書のご案内

　○利用時間
　　㊊～㊏　　午前９時～午後９時
　　㊐・祝日　午前９時～午後５時

　○お休み
　　年末年始

　　　問公民館　☎（４８）５５９９

健康で元気な毎日！
vol. ５５

町民課保健福祉係　☎４８－５５６５

　牧師の夫と共に 40 年以上教会を運営。その
傍ら娘 4 人を育て上げる。日々のやりくりは
年金と、週 3 回のシルバー派遣の収入の 7 万
円で「十分」。お金がないからこそ、一輪の花
を買えたときの喜びが増す。自宅の写真も入れ
ながら、その清貧かつ豊かな生活をのぞく。
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政
策
係

副
主
査
　
横よ
こ
ざ
わ澤  

勇ゆ
う
す
け輔

28
歳
　
福
島
市
出
身

地
域
政
策
課  

地
域
政
策
係

山や
ま
も
と本  

敬た
か
は
る晴

33
歳
　
福
岡
県
出
身

　

私
は
主
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
や
森
林
の

利
活
用
に
関
し
て
取
り
組
む
地
域
循
環
業
務
を
担
当

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
以
前
か
ら
環
境
問
題
に
対

し
て
の
関
心
が
高
く
、
三
島
町
が
取
り
組
ん
で
い
る

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
事
業
に
ぜ
ひ
携

わ
っ
て
み
た
い
と
い
う
強
い
想
い
か
ら
協
力
隊
に
志

願
し
ま
し
た
。九
州
育
ち
の
た
め
勝
手
が
分
か
ら
ず
、

ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
に
精
一

杯
頑
張
り
ま
す
。

三島町　令和３年４月１日付採用職員

人
事
交
流
　
県
よ
り
着
任

地
域
お
こ
し
協
力
隊

今すぐできる！花粉症対策

✿メガネやマスクの着用
　体内への花粉の侵入について、花粉症用マスクは
　約 1/6、花粉症用メガネは 1/4 程度に減らせること
　が分かっています。
✿花粉が付きにくい素材
　コートなどを選ぶときは、綿やポリエステルなど
　ツルツルしている素材がおススメです。
✿柔軟剤で付着予防
　花粉は静電気によって引き寄せられるため、選択
　するときは柔軟剤を使用して静電気を防止しま　
　しょう。
✿トイレマットにご注意
　衣類を上げ下げするたびに花粉が落ちるため、ト
　イレマットには花粉がたまりやすいです。こまめ
　に洗濯しましょう。
✿部屋の換気は窓を小さく開ける
　窓を 10㎝開けるだけでも十分に室内の空気を入れ
　替えることができます。また、網戸とレースのカー
　テンで花粉の侵入を 50％カットできると言われて
　います。
✿のど、鼻の保湿
　のどや鼻の粘膜が乾燥すると炎症が起こりやすく
　なります。水分補給、濡れマスクやのど飴を利用
　して乾燥を防ぎましょう。

花粉症を軽減するといわれる栄養素

乳酸菌類（発酵食品）
　免疫細胞を活性化させ、免疫を強める
働きがあります。

青魚の脂（DHA・EPA）
　アレルギー症状を強める脂肪酸の効果
を打ち消す働きが期待されます。

【 花 粉 症 を 悪 化 さ せ な い た め に 】
　花粉症の症状があるときにお酒を飲みすぎる
と、血管が広がり鼻詰まりや目の充血などの症状
が起こりやすくなります。また、タバコや香辛料
なども鼻の粘膜を刺激して花粉症の症状を悪化さ
せますので、できるだけ控えましょう。
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しぶしぶくん

　三島町のみなさま、こんにちは。今回は今年 4 月
から地域環境創生研究室に着任した大

おおにし

西 悟
さとし

主任研
究員に、菅総理の発言からも話題となっている「脱
炭素社会」についてお話しを伺いました。

環境研だより

三島町ならではの「脱炭素」に向けて

第 34 回

問国立環境研究所福島支部　
　 地域環境創生研究室　☎ 0247（61）6572

　先日食事をしたお店ではマスク
ケースを配っていたり黙食のお願い
をしていたりとしっかり感染対策を
していました。このような新しい生
活様式が広まっていくと安心して外
食もできるようになりますね。

常盤   達彦（ときわ   たつひこ）
< 筆者紹介 >

　大西さん、ありがとうございました。「脱炭素社会」
については、先日行われた三島町出前講座でも取り
上げられており、来月からはその講座の様子を環境
研だよりでご紹介いたします。

■大西さんはこれまでどういった研究をされてきた
のでしょうか
大西：もともと土木が専門で、まちづくりの実践や
景観デザインの研究に携わっていました。その後、
環境 NPO を経て、環境研にて資源循環と地域エネル
ギーの仕組みを設計して地域全体の視点から環境改
善や経済効果を評価する研究に取り組んだ後、東京
理科大学の経営工学科で助教として公民連携のビジ
ネスモデル構築の支援策を研究してきました。

■「脱炭素社会」というのはどういったものなので
しょうか
大西：菅総理が 2020 年 10 月の所信表明演説にて

「2050 年までに温室効果ガスの排出を全体としてゼ
ロにする」と宣言しました。この「全体としてゼロに
する」というのは温室効果ガスの排出量から、森林
などによって吸収される量を差し引いてゼロにする、
という意味です。吸収できる量は限られていますか
ら、排出量自体を限りなくゼロに近づけていこう、と
いう目標になります。それが達成された状態を「脱
炭素社会」と呼びます。
　このように説明をすると、温室効果ガスの排出
量を無理にでも減らさなくちゃいけない！とプレッ
シャーに感じる人も多いと思います。確かに気候変
動への影響等から排出量を減らすことは大きな課題
です。ただし、それを前向きに捉えなおすこともで
きると思います。例えば、「減らす」ことが、山にあ
る木質バイオマスなど地域にあるエネルギーを地域
で賄うことにつながり、より持続可能な社会に繋げ
ることができるかもしれません。外部の化石燃料に
依存せざるを得ない現状から「脱」けだし、地域が
自立し、より良い将来に向かっていく、と考えると希
望が見えてきそうです。
　三島町の地域循環共生圏の取り組みの中で、木質

バイオマス利用など脱炭素にも繋がる様々な芽が少
しずつ出てきているところと伺っています。私たち
環境研は、それらをつなぎとめる仕組みを提案して、
その効果も示す研究を通じて、地域でお金が回りな
がら、脱炭素な三島町を目指すお手伝いができると
考えています。一つ一つは小さな取り組みかもしれ
ませんが、それらを重ねることで、化石燃料に依存
した社会を「脱」していきながら山も元気になり、
より良い地域になっていくのではないでしょうか。

■三島町に対する印象を教えてください
大西：この 4 月に初めて三島町を訪れたのですが、
山や川などの自然が綺麗なのはもちろんのこと、宮
下地区の商店街の街並みがとても素敵で、景観デザ
インの視点からも心地が良いと感じました。これか
ら、地域のくらしも大切にしながら三島町ならでは
の脱炭素社会の実現に貢献できる研究を進めていき
ます。そのためには、町民の皆さんとの協働が欠か
せません。これから、
どうぞよろしくお願
いいたします。

町
史
編
さ
ん
室
だ
よ
り

第64回

宮
下
村
の
疎
開
受
け
入
れ

ご
家
庭
に
古
い
文
書
や
古
い
写
真
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
交
流
セ
ン
タ
ー
山

び
こ
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
☎（
52
）２
１
６
５

　

太
平
洋
戦
争
は
現
三
島
町
域
に
も
様
々
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
に
戦
火

を
逃
れ
疎
開
し
て
き
た
人
々
の
受
け
入
れ
が
あ
り
ま
す
。
宮
下
村
で
は
学
童
疎そ
か
い開
と
し

て
東
京
都
中
野
区
北
原
国
民
学
校
生
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。『
中
野
の
戦
災
記
録
写

真
集
』、
そ
し
て
発
刊
後
に
中
野
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
た
「
学
童
疎
開
実

施
結
果
調
べ
」
に
よ
れ
ば
、
北
原
国
民
学
校
の
学
童
は
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
八

月
に
、
福
島
県
岩
城
郡
の
磐
崎
町
・
江
名
町
・
小
名
浜
町
（
三
町
と
も
現
い
わ
き
市
）

に
疎
開
し
、
翌
年
五
月
に
河
沼
郡
柳
津
町
・
大
沼
郡
宮
下
村
・
西
方
村
に
再
疎
開
し
た

と
あ
り
ま
す
（
な
お
、『
西
方
小
学
校
の
百
年
』
に
よ
れ
ば
西
方
村
で
は
十
九
年
の
十

月
に
下
谷
区
山
伏
国
民
学
校
の
学
童
四
十
数
名
も
受
け
入
れ
て
お
り
、
山
中
屋
・
富
士

屋
・
山
内
屋
・
家
登
屋
に
分
宿
し
て
い
た
そ
う
で
す
）。

　

宮
下
村
役
場
日
誌
を
読
む
と
、
五
月
二
十
日
に
北
原
国
民
学
校
長
が
、
六
月
十
二
日

に
は
沼
尻
と
い
う
教
諭
が
近
く
集
団
疎
開
す
る
学
童
に
関
し
て
の
事
務
上
の
打
ち
合
わ

せ
に
役
場
を
訪
れ
、
そ
の
後
教
員
・
寮り
ょ
う
ぼ母
・
学
童
計
百
五
十
名
が
同
月
二
十
五
日
に
到

着
し
て
い
ま
す
。
宮
下
の
和
泉
屋
旅
館
主
人
で
あ
っ
た
故
・
目
黒
政
喜
氏
の
述
じ
ゅ
っ
か
い懐
に
よ

れ
ば
（『
宮
下
小
学
校
創
立
百
年
記
念
誌
』）、
宮
下
村
に
疎
開
し
た
学
童
は
宮
下
旅
館

組
合
に
属
し
て
い
た
八
軒
に
分
宿
し
、
そ
の
食
糧
は
配
給
だ
け
で
は
ま
か
な
え
ず
、
学

童
と
寮
母
た
ち
が
連
れ
立
っ
て
山
に
行
き
、
わ
ず
か
の
栗
を
拾
う
な
ど
し
て
、
少
し
で

も
食
生
活
を
改
善
し
よ
う
と
試
み
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

　

ま
た
疎
開
し
た
女
子
に
よ
る
七
月
一
日
～
十
月
二
十
二
日
ま
で
の
「
御
献
立
帳
」
が

遺の
こ

さ
れ
て
お
り
、
学
童
と
寮
母
た
ち
の
食
生
活
の
実
態
が
わ
か
り
ま
す
。
御
献
立
帳
に

は
、
そ
の
日
誰
々
が
面
会
に
来
た
、
先
生
が
東
京
か
ら
帰
っ
て
来
た
、
な
ど
献
立
の
合

間
に
メ
モ
が
あ
り
、
最
後
に
は
「（
十
月
）
二
十
二
日
イ
ヨ
イ
ヨ
集
団
疎
開
ハ
終
リ
東

京
ニ
カ
ヘ
ル
」
と
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

役
場
日
誌
を
確
認
す
る
と
、
十
月
十
九
日
に
疎
開
学
童
に
よ
る
演
芸
会
を
開
催
、
午

後
に
は
疎
開
し
て
き
た
北
原
国
民
学
校
の
校
長
他
教
員
等
と
役
場
の
村
長
以
下
吏り

い
ん員

の

懇
親
会
が
催
さ
れ
、
二
十
二
日
に
は
午
後
二
時
二
十
分
発
の
臨
時
列
車
に
乗
り
全
員
が

帝
都
に
帰
京
と
な
っ
た
た
め
、
送
別
式
を
挙
行
し
た
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
学

童
が
帰
っ
た
あ
と
も
、
疎
開
前
に
種
々
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
て
い
た
沼
尻
教
諭
は
、
理

由
は
不
明
で
す
が
そ
の
後
も
村
に
残
っ
て
い
た
（
も
し
く
は
戻
っ
て
き
た
）
よ
う
で
、

十
一
月
十
二
日
に
吏
員
が
沼
尻
教
諭
の
招
待
で
和
泉
屋
旅
館
に
行
っ
て
お
り
、
逆
に

二
十
八
日
に
教
諭
の
送
別
の
宴

う
た
げ

を
同
じ
く
和
泉
屋
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

学
童
以
外
の
疎
開
に
関
し
て
は
、
十
九
年
頃
か
ら
疎
開
者
が
い
た
と
み
ら
れ
、
役
場

日
誌
に
は
同
年
十
一
月
十
七
・
十
九
日
に
医
師
宅
で
疎
開
者
の
健
康
診
断
や
身
体
検
査

を
行
っ
た
と
の
記
事
が
あ
り
ま
す
。

　

疎
開
は
二
十
年
に
本
格
化
し
た
よ
う
で
、
多
く
の
罹り
さ
い災
者
や
疎
開
者
の
転
入
が
あ
り

ま
し
た
。
二
十
年
三
月
二
十
六
日
の
日
誌
に
は「
毎
日
罹
災
者
及
疎
開
者
ノ
転
入
繁
シ
」

と
あ
り
、
四
月
九
日
に
は
宮
下
部
落
疎
開
受
入
協
議
会
が
、
五
月
十
九
日
に
は
疎
開
者

懇
談
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
役
場
に
遺
さ
れ
た
二
十
年
一
月
八
日
以
降
の
疎
開
者

（
普
通
疎
開
、
罹
災
疎
開
）
の
転
入
者
名
簿
を
見
る
と
、
家
族
揃そ
ろ

っ
て
も
あ
れ
ば
、
片

方
の
親
と
子
ど
も
だ
け
、
老
人
だ
け
と
い
っ
た
場
合
も
あ
り
、
ま
た
元
住
所
を
見
れ
ば

東
京
都
区
部
が
ほ
と
ん
ど
、
次
い
で
神
奈
川
県
の
横
浜
や
川
崎
、
横
須
賀
、
そ
し
て
大

阪
府
区
部
あ
た
り
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
そ
の
他
す
べ
て
は
書
き
き
れ
ま
せ
ん
が
、
北

海
道
小
樽
、
宮
城
県
仙
台
、
福
島
県
の
中
通
り
、
茨
城
県
日
立
、
栃
木
県
宇
都
宮
、
群

馬
県
桐
生
、
千
葉
県
銚
子
、
埼
玉
県
浦
和
、
静
岡
県
沼
津
、
愛
知
県
名
古
屋
、
京
都
府

舞
鶴
、
兵
庫
県
尼
崎
、
そ
の
他
各
道
府
県
の
郡
部
か
ら
の
転
入
、
樺か
ら
ふ
と太
や
朝
鮮
と
い
っ

た
遠
方
か
ら
の
疎
開
も
散
見
さ
れ
ま
す
。
親
類
を
頼
っ
て
転
入
し
た
の
か
本
籍
地
が
宮

下
村
の
者
も
い
れ
ば
、縁
者
を
頼
っ
て
き
た
の
か
別
の
本
籍
を
持
つ
者
も
多
く
い
ま
す
。

名
簿
を
数
え
れ
ば
八
月
三
十
日
ま
で
に
約
五
百
名
の
転
入
者
を
宮
下
村
が
受
け
入
れ
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

三
島
町
史
編
さ
ん
室

地域環境創生研究室
主任研究員

大
おおにし

西   悟
さとし

   氏　
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区　分 管　内 三島町

空 き 巣 ね ら い

忍 び 込 み

出 店 荒 ら し

自 動 車 盗

自 転 車 盗

ひ っ た く り

街 頭 犯 罪 合 計 0 0

全 刑 法 犯 ６ 1

※
全
刑
法
犯
に
は
街
頭
犯
罪
以
外
（
器
物
損
壊
、

暴
行
、　

傷
害
、
万
引
き
、
詐
欺
な
ど
）
の
犯
罪

発
生
件
数
が
含
ま
れ
ま
す
。

※
上
記
発
生
件
数
は
、
令
和
３
年
1
月
1
日
か

ら
の
累
計
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

街
頭
犯
罪
発
生
件
数
（
令
和
３
年
２
月
28
日
）

会
津
坂
下
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

な
り
す
ま
し
詐
欺
の
被
害
防
止

　 

社  

会  

福  

祉  

協  

議  

会  

よ  

り 

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
ご
寄
附

（
ご
遺
志
に
よ
る
も
の
）

石　

岡　

健　

二　

様(

大　

登
）

五
十
嵐　

一　

夫　

様(

名　

入)

  

問
社
会
福
祉
協
議
会　

☎
（
52
）
３
３
４
４

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

▼  県内のなりすまし詐欺の被害状況▼  県内のなりすまし詐欺の被害状況
（３月末現在）（３月末現在）

▼▼    

土
日
も
詐
欺
に
要
注
意

土
日
も
詐
欺
に
要
注
意
‼‼

　

詐
欺
グ
ル
ー
プ
は
、
週
末
で
あ
っ
て
も

曜
日
に
関
係
な
く
、
警
察
官
等
に
な
り
す

ま
し
て
、
詐
欺
の
電
話
を
か
け
て
き
ま
す
。

電
話
に
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
」
や
「
暗

証
番
号
」
の
話
を
さ
れ
た
ら
、
ま
ず
詐
欺

を
疑
い
、
警
察
や
家
族
に
相
談
し
ま
し
ょ

う
！
会
津
坂
下
警
察
署
管
内
で
は
、
不
審

な
ハ
ガ
キ
等
が
自
宅
に
届
い
た
と
の
相
談

　

三
島
町
で
は
、
全
戸
配
布
さ
れ
た
住

宅
用
火
災
警
報
器
が
、
設
置
か
ら
約
10

年
が
経
過
し
、
電
池
切
れ
や
交
換
の
時

期
を
迎
え
ま
す
！

▼  住宅用火災警報器は維持・管理が大切です！▼  住宅用火災警報器は維持・管理が大切です！

　住宅用火災警報器は、すべての住宅の寝室及び階段（寝室が２階以
上にある場合）に設置が義務となっています。

▼  令和３年度　甲種防火管理者新規講習（前期）のご案内▼  令和３年度　甲種防火管理者新規講習（前期）のご案内

１．講習実施日　
　　令和３年６月 24 日㊍・25 日㊎の２日間

２．予約申込受付期間
　　令和３年５月 31 日㊊～令和３年６月 18 日㊎迄

　なお、本講習は事前電話予約制 ( 定員 70 名程度 ) となっています。受講を希望される方は、消防本
部予防課 ( ℡ 0242-59-1403）に問い合わせください。

　　　　
In

f
o
rm

a
t
io

n

～　

情　

報　

配　

信　

～

Ｐ
Ｏ
Ｌ
Ｉ
Ｓ
メ
ー
ル
ふ
く
し
ま
の

運
用
開
始

㊟住民基本台帳による数値です。増
減数は前月との比較、出生・死亡・
転入・転出は前月 1 カ月間に届出の
あった人数です。

町
の
人
口
と
世
帯
（
４
月
１
日
現
在
）

人
口

1,505

増
減
数

-12
出
生

0

男 752 -4
死
亡

6

女 753 -8
転
入

9

世
帯

732 -5
転
出

15

　
町
　
か
　
ら
　
お
　
知
　
ら
　
せ

 

５
月
分
納
税
の
ご
案
内

【
納
期
限　

５
月
31
日
㊊
】

▼
国
民
健
康
保
険
税(

第
1
期)

▼
介
護
保
険
料(

第
1
期)

忘
れ
ず
に
納
付
く
だ
さ
い
。

 

問
町
民
課  

町
民
係  

☎
（
48
）
５
５
５
５

人
権
擁
護
委
員
の
日

　

６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が
施

行
さ
れ
た
日
で
す
。

　

法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
た

日
を
記
念
し
て
、
毎
年
６
月
１
日
を
「
人

権
擁
護
委
員
の
日
」
と
定
め
、
６
月
１
日

を
中
心
に
、
人
権
擁
護
委
員
が
皆
様
の
町

で
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
て
人
権
相

談
に
応
じ
た
り
、
全
国
的
な
啓
発
活
動
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
も
６
月
１
日
に
三
島
町
高
齢
者
生

活
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
、
午
前
９
時
30
分

か
ら
午
前
11
時
30
分
ま
で
特
設
相
談
所
が

開
設
さ
れ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。
困
り
ご
と
や
悩
み
ご
と

な
ど
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
開
催
日
等
を
変
更
す
る

可
能
性
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
お
越
し
に

な
る
際
は
、
事
前
に
最
寄
り
の
法
務
局
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
に
限

ら
ず
、
電
話
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
の

で
、
悩
み
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
次
の
ダ
イ

ヤ
ル
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

●
み
ん
な
の
人
権
一
一
〇
番

　

☎
０
５
７
０-

０
０
３-

１
１
０

●
子
ど
も
の
人
権
一
一
〇
番

　

☎
０
１
２
０-

０
０
７-

１
１
０

●
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

☎
０
５
７
０-

０
７
０-

８
１
０

被害件数　22 件（前年比 -16 件）

被害総額　3,070 万円（前年比 -1,920 万円）

内訳（主なもの）

　オレオレ詐欺　　　　　　 ０件

　架空料金請求詐欺　　　　 ４件　    255 万円

　預貯金詐欺　　　　　　 　２件　    300 万円

　還付金詐欺　　　　　　 　３件　    282 万円

　キャッシュカード詐欺盗　13 件　2,233 万円

【
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
詐
欺
盗
】

　

警
察
官
や
金
融
機
関
職
員
を
装
い
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
が
悪
用
さ
れ
て
い
る

な
ど
の
電
話
の
後
に
自
宅
を
訪
れ
た
犯
人

に
隙
を
見
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
盗
ま

れ
る
も
の
。

も
あ
り
ま
す
の
で
、
身
に
覚
え
の
な
い
ハ

ガ
キ
等
が
届
い
た
際
に
は
す
ぐ
に
ご
相
談

し
て
く
だ
さ
い
！

　

な
り
す
ま
し
詐
欺
の
手
口
か
ら
交
通
安

全
情
報
ま
で
、
最
新
情
報
を
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
等
の
携
帯
端
末
に
い
ち
早
く
お
届

け
す
る
、
新
し
い
メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ
ム

で
す
。
受
け
取
り
た
い
情
報
内
容
や
発
信

元
の
警
察
署
を
登
録
者
が
自
由
に
選
択
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
是
非
登
録
を
し
て

事
件
事
故
等
の
最
新
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
し

て
く
だ
さ
い
！

案
内
ペ
ー
ジ
用
QR
コ
ー
ド
→

問
会
津
坂
下
警
察
署  

生
活
安
全
係

　
　
　
　
　

☎
０
２
４
２ - 

８
３ - 

３
４
５
１

問会津坂下消防署　三島出張所      電話（52）3032　
　　　　　　　　　　 　　　　　 FAX（52）3033

－火事・救急・救助は－
　　　　　  119 番まで

お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

　

石　

岡　

恒　

雄　
（
93
才
・
大
登
）

　

佐　

藤　
　

正 　

   （
90
才
・
西
方
）

（
４
月
届
出
：
敬
称
略)

※
『
広
報
み
し
ま
掲
載
同
意
書
』
を
ご
提
出
い
た

だ
い
た
方
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
地
域
政
策
課　

☎
（
48
）
５
５
３
３
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o
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～　

情　
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～

地
域
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
ご
案
内

川
井
友
愛
サ
ロ
ン

５
月
12
日
㊌　

午
前
10
時
か
ら

川
井
集
会
所

桧
原
は
つ
ら
つ
ク
ラ
ブ

５
月
14
日
㊎　

午
前
10
時
か
ら

桧
原
集
会
所

大
登
サ
ロ
ン

５
月
17
日
㊊　

午
後
１
時
30
分
か
ら

大
登
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

ひ
ま
わ
り
サ
ロ
ン

５
月
18
日
㊋　

午
前
10
時
か
ら

町
民
セ
ン
タ
ー

サ
ロ
ン
な
い
り

５
月
20
日
㊍　

午
前
10
時
か
ら

名
入
集
会
所

滝
谷
和
楽
塾

５
月
25
日
㊋　

午
前
10
時
か
ら

滝
谷
集
会
所

浅
岐
あ
っ
た
か
サ
ロ
ン

６
月
２
日
㊌　

午
前
10
時
か
ら

浅
岐
集
会
所

間
方
い
き
い
き
ク
ラ
ブ

６
月
４
日
㊎　

午
前
10
時
か
ら

間
方
集
会
所

◆
　
心
配
ご
と
相
談
　
◆

  

５
月
13
日
㊍　

福
寿
草

  

午
前
9
時
30
分
か
ら
午
前
11
時
30
分
ま
で

総
務
省
か
ら
の
お
知
ら
せ

電
波
利
用
環
境
保
護
周
知
啓
発
強
化
期
間

　

６
月
１
日
～
10
日
は
「
電
波
利
用
環
境

保
護
周
知
啓
発
強
化
期
間
」
で
す
。

　

電
波
は
航
空
機
や
船
舶
、
警
察
、
消
防
、

救
急
用
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
の
安
全
・

安
心
の
確
保
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
不
法

電
波
は
人
命
に
関
わ
る
重
要
無
線
通
信
を

妨
害
し
て
、
私
た
ち
の
生
活
を
脅
か
し
ま

す
。
ル
ー
ル
を
守
っ
て
正
し
く
使
い
ま

し
ょ
う
。

電
波
の
混
信
・
妨
害
に
つ
い
て
の

お
問
い
合
わ
せ
は

総
務
省　

東
北
総
合
通
信
局　

相
談
窓
口

☎
０
２
２-

２
２
１-

０
６
４
１
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大
字
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字
宮

下
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☎
0241（
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▪
ホ

ー
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ペ
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w

w
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▪
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刷
　

三
洋

印
刷

株
式

会
社

広
報

み
し

ま
５

月
号

（
第

339
号

）
令

和
３

年
５

月
7

日
発

行
(毎

月
第

1
金

曜
日

発
行

)

分
配
さ
れ
た
限
定
さ
れ
た
効
果
で
あ
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
山
村
地
域
へ
の
誘
致
企
業

を
考
え
る
時
、
消
費
社
会
に
対
応
し
、
一
定

の
経
済
的
効
果
を
支
え
た
事
は
確
か
で
あ
り

ま
す
。
し
か
し
世
界
の
経
済
構
造
が
変
化
す

る
と
山
村
地
域
の
誘
致
企
業
は
撤
退
し
た
現

実
を
見
て
き
ま
し
た
。

　

三
島
の
姿
を
見
る
と
き
、
大
き
な
二
つ
の

流
れ
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
一
つ
は
過
疎
化
・

高
齢
化
・
限
界
集
落
の
現
実
が
マ
イ
ナ
ス
の

流
れ
と
し
て
あ
り
ま
す
。
し
か
し
こ
の
マ
イ

ナ
ス
の
流
れ
が
す
べ
て
で
あ
り
ま
せ
ん
。
三

島
で
し
か
で
き
な
い
暮
ら
し
に
価
値
を
見
い

だ
す
大
き
な
流
れ
が
あ
る
の
も
現
実
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
流
れ
が
定
着
し
て
い
き
、
福
島

県
以
外
の
人
も
加
わ
っ
て
い
る
の
が
特
徴
的

で
あ
り
ま
す
。
異
文
化
が
底
流
で
衝
突
し
、

新
し
い
三
島
の
生
活
文
化
を
構
築
す
る
の
で

な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

後
者
の
流
れ
を
創
り
出
す
人
々
は
、
三
島

の
何
に
価
値
を
見
い
だ
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
考
え
る
と
、
人
に
よ
っ
て
多
様
で
あ
り
ま

す
。
集
落
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
魅
力
を
感
じ

る
人
。
農
林
業
の
仕
事
を
希
望
し
て
く
る
人
。

自
然
の
中
で
子
育
て
し
た
い
人
。
自
然
や
集

落
に
安
心
感
を
感
じ
て
い
る
人
で
す
。
こ
の

流
れ
を
確
実
に
す
る
た
め
に
は
行
政
も
し
っ

か
り
と
経
済
基
盤
整
備
構
築
に
対
応
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

三
島
町
長　

矢
澤　

源
成

町
長
日
記  

～
振
興
計
画
と
社
会
の
動
向
～

№ 67

　

第
五
次
三
島
町
振
興
計
画
が
、
多
く
の
町

民
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
に
よ
り
三
島
の
町
づ

く
り
の
羅
針
盤
（
方
向
性
）
と
し
て
策
定
出

来
ま
し
た
事
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
振
興
計
画
書
が
、
町
民
の
皆
さ
ま
に

読
ま
れ
、
手
で
す
り
減
る
ま
で
活
用
・
検
証

さ
れ
、
ま
た
ご
批
判
い
た
だ
き
双
方
向
の
議

論
を
通
し
て
、
三
島
町
に
住
ん
で
良
か
っ
た
、

生
ま
れ
て
良
か
っ
た
と
感
じ
て
い
た
だ
け
る

指
針
と
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
成
熟
社

会
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
り
ま
す
、
再
生
や
回

帰
・
環
境
・
医
療
・
福
祉
・
健
康
、
そ
し
て

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
言
葉
を
深
化
連
携
し
、
チ
ー
ム
三

島
と
し
て
諸
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
町
民
の
皆
さ
ま
の
よ
り
一
層
の
ご
指

導
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

｢

社
会
の
動
向｣

と
い
う
視
点
で
、
五
点
あ

り
ま
す
。
一
点
目
は
東
日
本
大
震
災
、
新
潟

福
島
豪
雨
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
。
二
点

目
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と

経
済
の
両
立
。
三
点
目
は
社
会
基
盤
の
デ
ジ

タ
ル
化
に
よ
る
住
民
福
祉
の
向
上
。
四
点
目

は
脱
炭
素
社
会
の
実
現
。
五
点
目
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
社
会
の
実
現
。

こ
れ
ら
の
時
代
背
景
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、

将
来
を
見
据
え
た
事
業
展
開
を
し
て
行
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

高
度
経
済
成
長
は
、
過
疎
山
村
地
域
の
サ

イ
ド
か
ら
み
る
と
、
外
部
の
経
済
成
長
そ
の

も
の
に
依
存
し
た
、
つ
ま
り
成
長
の
パ
イ
を

  
工
芸
館
だ
よ
り
①  

～
も
の
づ
く
り
の
伝
承
～

　

今
月
よ
り
、
よ
り
多
く
の
皆
様
に
三
島
町
の

生
活
工
芸
運
動
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
楽
し
く

も
の
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

「
工
芸
館
だ
よ
り
」
と
し
て
毎
月
広
報
み
し
ま

で
情
報
を
発
信
い
た
し
ま
す
。

　

現
在
、
編
み
組
細
工
の
作
り
手
の
育
成
の
た

め
生
活
工
芸
館
の
道
路
向
い
に
あ
る
「
工
人
の

館
」
の
工
房
を
無
料
開
放
し
て
お
り
ま
す
。
自

宅
で
の
作
業
が
困
難
な
方
や
制
作
の
指
導
を
受

け
た
い
方
、
こ
れ
か
ら
も
の
づ
く
り
を
始
め
た

い
方
の
ご
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

利用対象者：町民並びに特別町民
利用時間：午前９時～午後５時
　休館日：毎週月曜日

（月曜日が祝日の場合はその翌日）
※要事前予約：三島町生活工芸館☎ 48-5502

工人の館　利用のご案内

「第 35 回 ふるさと会津工人まつり」等の
中　止  について

　６月に開催を予定しておりました「第 35 回
ふるさと会津工人まつり」並びに「てわっさの
里まつり」及び「山と木の市場」につきましては、
全国からの不特定多数の参加並びに臨時シャト
ルバス利用による濃厚接触が想定されるため、
新型コロナウィルス感染症の拡大防止に向けた
対応を受けて、中止といたします。
　今後の開催につきましては、新型コロナウイ
ルスの感染状況や国・県の方針等により感染症
対策における実施可能な開催方法を再検討する
こととし、決定次第お知らせいたします。
　開催を楽しみにしてくださった皆様には、急
なご案内となりご迷惑をおかけいたしますが、
ご理解くださいますようお願い申し上げます。

福 島 県 大 沼 郡 三 島 町
三島町生活工芸運動友の会
てわっさの里まつり実行委員会
山 と 木 の 集 い 実 行 委 員 会
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